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Ⅲ 変形割り差し（角差し、エビ差しとも言う）
細工は比較的簡単で、差したストランドも抜け難いので、あらゆる用途に使えます。
シノを頻繁に差し替えるので、間違えないように注意しましょう。

１ 構え ２ 最初の差し始め

アイ（輪）を手前にして持ち、ワイヤー 左手で図のようにワイヤーロープを持ち、シノ（溝付）を図の位
ロープを前方に伸ばす。 置に差す。ストランド２本をすくっているのに注目。芯綱が邪魔な

芯綱を根本まで解く。 ら切断しても良い。

３ シノの送り ４ １本目のストランド

アイ（輪）を水平にしたままシノを右下へ回し、垂直に立てる。 図のように最初のストランドを解
最初に差すストランドは、左側の内側。 いて左手に持つ。

５ 差し込み ６ 引き抜き
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７ 引き締め ８ ２本目

シノを抜いてから、差したストランドを右手で 再びサイノを図の位置に差す。先に差したストランドの両側
手前に強く引いて締める。 の２本をすくっているのに注目。

９ シノの送りと２本目 １０ 差し込み

シノを垂直に立て、２本目を持つ。 ２本目のストランドをシノの溝に差し込む。

１１ 引き締め １２ ３本目のシノ差し位置

シノを抜いてストランドを引き締める。 図の位置にシノを差し、以下９～１１と同様の作業を繰り返す。



- 12 -

１３ ３本目まで完了 １４ 裏返し

順番に差せているか細工の状態を確認。 そのまま裏返しにする。

１５ 裏面の最初

左手を図のように構え、シノを図の所
に差す。

アイ（輪）の根本で、左右１本ずつす
くっているのに注目。

１６ シノの送り １７ ４本目（裏面の１本目）

シノを右下へ回し、垂直に立てる。 ４本目のストランドをシノの溝に差し込む。
左のストランド束の右側（内側）が４本目。
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１８ 引き締め １９ ５本目（裏面の２本目）

差したストランドを右手で引き締める。 図の位置にシノを差す。

２０ シノの送り ２１ シノの差し込み

シノを右下へ回し、垂直に立てる。 シノの溝に５本目のストランドを差し込む。

２２ ６本目 ２３ 全ストランドの１回目完了
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２４ ２回目の最初

図の位置にシノを差す。

裏表はどちらからでも構わない。

３本目（または６本目）に差したス
トランドが出た位置の両側１本ずつを
同時にすくっていることに注目。

２５ シノの送り ２６ 差し込み

シノを右下へ回し、垂直に立てる。 左下のストランドをシノの溝に差し込む。

２７ 引き締め ２８ ２本目のシノ差し

差したストランドを右手で引き締める。 図の位置にシノを差す。
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２９ 差し込み ３０ 引き締め

シノを立ててストランドを差し込む。 差したストランドを右手で手前に引き締める。

３１ ３本目 ３２ 差し込み

図の位置にシノを差し、右下へ回す。 シノを立ててストランドを差し込む。

３３ ２回目の片面終了 ３４ 裏返し

２回目の片面が終了したところ。 裏返してからも、差し間違いを確認。
差し間違いがないか確認する。 差し方が緩んでいれば、引き締める。
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３５ ２回目の４本目 ３６ 差し込み

図の位置にシノを差し、垂直に立てる。 シノの溝に左下のストランドを差し込む。

３７ 引き締め ３８ ２回目の５本目

図の位置にシノを差し、垂直に立てる。 残り５本も同様に繰り返し。
差したストランドを右手で引き締める。

３９ ３回目の片面終了 ４０ 裏返し

細工の出来具合を確認し、間違いは訂正。 アイ（輪）を裏返し、この面でも確認する。
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４１ ３回目の４本目 ４２ ３回目の終了

図の位置にシノを差し、以下同様に続ける。 そのまま同様の作業を繰り返す。

４３ ４回目の片面終了 ４４ 整形

裏返して同様（図３４～３９）に繰り返し、全部の
ストランドを４回差し、更に３本をもう１回差すと、 ハンマーで叩いて締める。上手に細工すると、断面が
ストランドが片側にそろう。最後に半差しをしても良い。 四角になる。

４５ ストランドの切除 ４６ 整形して完成

ストリングカッターを図のような角度で当て、余分な
ストランドを切り取る。根本で切ると抜けやすいので、 切除した部分をハンマーで叩いて、本体に添わせると
少し余分に残すのがポイント。 使いやすい。先端が引っ込まないように斜めに叩くのが
（注意：図は、差す回数が１回足りない。） ポイント。




